
【助成額】 ※必ず購入前の申請が必要です。

　

【その他】

・修理費や付属品単体の購入費は、助成の対象外となります。

　燕市健康福祉部 長寿福祉課 長寿福祉係

　住所 燕市吉田西太田1934番地　　電話 0256-77-8175

その他

・助成の交付を受けてから5年を経過するまで、再申請はできません。

生活保護世帯・市民税非課税世帯  購入費の額 ５０,０００円

市民税課税世帯  購入費の額の １/ ２ ３０,０００円

　 医師が補聴器装用の必要を認めた人

③ 身体障害者手帳（聴覚障害）の交付対象とならない人

④ 市税等に滞納がない人

助成額

区  分 助 成 額 上 限 額

② 両耳の聴力レベルがそれぞれ30デシベル以上の人、または、

燕市軽・中等度難聴者補聴器購入費助成事業

難聴による認知症やうつ病等の予防を目的として、
18歳以上の方を対象に、補聴器購入費を助成します。

対象者

燕市内に住所があり、つぎの要件をすべて満たす人

① 18歳以上の人

手続きに関するお問合せ

手続きの流れ

は裏面へ

販売店用



～手続きの流れ～
※販売店様は、③⑥⑦の対応をお願いします。

⑥ 補聴器購入
（見積書作成店舗）

⑦ 助成金の支払い
（販売店から市へ請求）

③ 見積書の用意
（販売店に依頼）

④ 申 請
（市役所へ提出）

⑤ 審査、交付決定
（市より通知）

① 準 備
（書類の受取り）

② 受 診
（医師意見書の作成依頼）

・市役所や市のホームページ等で「申請書」、

「医師意見書」等の用紙を受け取ります。

・耳鼻咽喉科を受診し、補聴器使用が必要と

認められるときは「医師意見書」を作成して

もらいます。

・意見書を作成できる医師は身体障害者福祉

法による指定医師に限られます。

・受診費用や意見書作成にかかる費用は自己

負担となります。

・助成希望者が「医師意見書」等を持参し、

「見積書」の取得を依頼しますので、適合す

る補聴器の「見積書」を作成してください。

・「申請書」、「医師意見書」、「見積書」

を持参し、市役所長寿福祉課の窓口においで

ください。

・市役所より「交付決定通知書」、「給付

券」、「支払請求書兼委任状」が交付されま

す。

・交付決定者が「給付券」、「支払請求書兼

委任状」等を持参し、補聴器の購入に来店し

ますので、必要事項を確認のうえ、書類を受

取り、利用者負担額（自己負担額）で販売し

てください。

・補聴器販売店は市へ「支払請求書兼委任

状」と「給付券」を提出（請求）してくださ

い。確認後、市から販売店へ助成額（公費負担

額）を支払います。

販売店用


